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五
月
二
十
日

五
月
二
十
七
日

五
月
二
十
九
日

五
月
五
月
六
月
十
日

六
月
十
三
日

六
月
二
十
四
日

六
月
二
十
五
日

七
月
二
日

七
月
五
日

七
月
五
日

小
山
佐
次
兵
衛
襲
子
人
数
普
上

大
嶋
遠
見
番
風
雨

・
病
気
等
の
節
枠
段
蔵
へ
名
代
勤
方
申
付
願
い

西
向
村
地
土
小
山
段
右
衛
門
枠
段
蔵
へ
大
嶋
浦
加
番
役
申
付
に
つ
き
申
達

小
山
弥
十
郎
所
ま
で
状
箱
届
け
方
申
付
廻
状
：
・

古
田
村
六
勝
寺
・
西
向
村
成
就
寺
焼
香
の
儀
に
つ
き
口
上
替
：
：
：

御
用
の
儀
に
つ
き
封
状
一
通
継
届
方
・
申
付
：
：
：
・
・

御
年
賀
の
鯨
頂
戴
に
つ
き
飯
嶋
五
郎
右
衛
門
礼
状
：
：
j
i
－－

小
山
左
二
兵
衛
大
坂
表
に
て
手
柄
に
つ
き
石
十
右
衛
門
書
状
・
：
：
j
i
l
－－・：：・
i
j
i
－－－－
j
i
l
－－：
m

小山弥十郎所持論旨・害状点数番上－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

m

改
年
吉
麗
の
小
山
茂
右
衛
門
書
状
－
－
－
－
－－－－－－－－
－－－－－－－－
－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－
－－－
－－－－－
－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－

m

鯨
皮
身
頂
戴
に
つ
き
礼
状
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・：・・・
・・・
・－－

m

大
坂
冬
の
陣
の
節
本
多
因
構
へ
小
山
助
之
丞
親
子
供
仕
に
つ
き
小
山
弥
十
郎
申
上
：
：
：
i
j
i
－－
m

年
始
祝
詞
に
塩
鰹
頂
蹴
に
つ
き
寺
嶋
又
四
郎
礼
状
・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・
・・・：・・・・・・・・－－－

m

小
山
新
左
衛
門
御
番
勤
方
の
儀
奉
行
衆
ま
で
届
方
申
渡
の
旨
竹
元
丹
後
害
状
j

i
－－j
i
l
－－：：
：－
m

樫
野
崎
沖
に
て
唐
船
体
の
船
二
銀
発
見
に
つ
き
注
進
j
i
－－

小
山
佐
治
兵
衛
死
去
に
つ
き
山
川
帯刀弔文・・・・・・・・・・・・・：・・・・・・・・：：：：：・
・・・
・・・・・・：
・・・・・・・・
・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・捌

切
支
丹
改
手
形
な
ら
び
に
寺
手
形
受
取
に
つ
き
飯
島
五
郎
右
衛
門
等
書
状

j

i
－－：：・
j

i
－－：：
i
m

異
国
船
漂
流
に
つ
き
上
野
浦
・
大
嶋
浦
遠
見
番
所
詰
め
地
士
三
名
選
出
申
渡
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小
山
段
右
衛
門
家
内
の
者
寺
替
え
に
つ
き
水
嶋惣右衛門曾状・・・・・・：・・・・・・
・・・・・
・：・・・・・・・・・・・・・・・－－－
－－－－－

m

無
事
帰
着
に
つ
き
脇
文
右
衛
門
替
状
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・
・・：・・・・・・・・・・・・：・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・揃

清
水
忠
兵
衛
急
病
死
の
様
子
草
案
差
上
に
つ
き
文
言
加
除
顧
い
：
i

小
山
左
次
兵
衛
跡
役
の
儀
段
蔵
ヘ
申
渡
さ
れ
に
つ
き
安
井
弥
右
衛
門
書
状
－
j
i
－－－－j
i
－－－
j

i－－
m

小
山
左
次
兵
衛
跡
役
の
儀
段
蔵
へ
申
渡
さ
れ
に
つ
き
堀
江
段
右
衛
門
書
状
：
：
：
j
i
－－j
i
－－：：：
m

一
品
御
願
い
の
儀
申
来
り
に
つ
き
承
知
の
旨
安
井
弥
右
衛
門
書
状
－
j
i
－－：：：
j

i
－－・：－
j

i
－－：：
－m

御
用
に
つ
き
周
参
見
役
所
へ
出
頭
の
旨
中
嶋
雄
左
衛
門
差
紙
・
・
・・・・・・・・・・：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－－－－－－－－－－－－

m

小
山
段
右
衛
門
家
内
女
子
寺
替
え
の
儀
に
つ
き
水
嶋
惣
右
衛
門
書
状
j
i
－－：
j
i
－－－
j

i
－－j
i
－－－
m

小
山
段
右
衛
門
母
病
気
快
方
に
つ
き
看
病
顕
い
見
合
わ
せ
の
旨
中
西
孫
右
衛
門
書
状
：
：
：
j

i－－

m

小
山
段
右
衛
門
病
死
に
つ
き
仲
段
蔵
へ
地
士

・
大
嶋
遠
見
番
本
役
相
続
申
渡
・
：
：
j
i
－－i
l
i
－－：：加

小
山
段
蔵
大
嶋
遠
見
番
赦
免
に
つ
き
獲
子
伊
助
へ
地
士
株
・
遠
見
番
役
相
続
申
渡
：
：
：
j

i
－－：－

m

中
納
言
様
帰
城
御
悦
の
た
め
参
上
申
渡
の
旨
飯
嶋
五
郎
右
衛
門
等
曹
状

i
j
i－－－
－j
i－－j
i
－－－
m

切
支
丹
手
形
文
書
悪
文
に
つ
き
書
き
替
え
の
上
差
出
の
旨
飯
嶋
五
郎
右
衛
門
書
状
：
：
i
j
i
－－：
m

由
緒
御
尋
ね
に
つ
き
商
談
の
上
申
上
の
旨
小
山
弥
重
郎
曾
状
・
：
j

i－－－
j

i
－－j
i
－－：
：・
j
i
－－：：：
m

大
御
所
様
莞
御
に
つ
き
鳴
物
等
停
止
申
触
申
達
：
：
：
：

本
状
一
通
小
山
左
次
兵
衛
・
弥
十
郎
方
ま
で
届
け
方
廻
状
・
j
i
－－：：

山
川
裕
万
よ
り
松
田
玄
襲
等
の
消
息
御
尋
ね
に
つ
き
松
田
雲
沢
害
状
i
j
i
－－－
j

i
－－i
j
i
－－：
i
m

日
光
参
詣
の
た
め
御
奉
公
赦
免
等
近
況
申
達
の
山
川
帯
刀
書
状

xi 
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一一一一一一
一
二
回

一
二
五

一一一六

一
二
七

一
二
八

一
二
九

一三
O

一一ー一一
一一ー一一一
一一一一一一一
一
三
四

一三
五

一一ニ占ハ

一
三
七八

一
三
九

一
回
O
四四一四

三

一
四
回

一
四
五

一
四
六

一
四
七

一
四
八

一
四
九

一五
O

一五五
一
五
三

一
五
回

次

一
五
五

一
五
六

悶

一
五
七

七
月
八
日

七
月
十
一
日

七
月
十
三
日

七
月
十
六
日

七
月
十
七
日

七
月
二
十
九
日

八
月
六
日

八
月
十
一
日

八
月
十
二
日

八
月
十
四
日

八
月
十
七
日

八
月
二
十
四
日

八
月
九
月
六
日

九
月
十
三
日

九
月
十
六
日

九
月
十
八
日

九
月
二
十
五
日

九
月
二
十
七
日

九
月
二
十
七
日

九
月
二
十
七
日

九
月
十
月
二
十
一
日

十
一
月
二
日

十
一
月
二
日

十
一
月
二
日

十
一
月
三
日

十
一
月
六
日

十
一
月
六
日

十
一
月
十
一
日

十
一
月
十
五
日

十
一
月
十
五
日

十
一
月
二
十
二
日

十
一
月
二
十
三
日

十
二
月
三
日

加
増
拝
領
の
御
祝
詞
な
ら
び
に
鰹
節
頂
戴
に
つ
き
飯
嶋
五
郎
右
衛
門
礼
状

殿
様
逝
去
に
つ
き
地
士
の
者
へ
諸
所
取
締
方
申
渡
：
：
：
：

殿
様
逝
去
に
つ
き
在
々

・
浦
々
等
取
締
方
申
渡
：
：
：
：
；

殿
様
逝
去
に
つ
き
在
々
巡
回
申
渡
j
i
－－

小
山
段
右
衛
門
養
子
弥
十
郎
病
気
に
つ
き
段
右
衛
門
枠
段
蔵
へ
大
嶋
御
番
所
詰
め
・
申
渡
願
い
・
：

m

親
左
次
兵
衛
跡
目
の
儀
新
左
衛
門
兄
弟
へ
申
付
に
つ
き
竹
元
丹
後
害
状

j

i
－－：：：：：
j

i
－－：：卸

御
用
に
つ
き
代
官
所
へ
出
頭
の
旨
早
川
伝
兵
衛
差
紙
－
j

i
－－：

殿
様
法
事
に
つ
き
在
中
地
土

・
大
庄
屋
出
座
の
冒
玉
置
弥
太
夫
害
状
j

i
－－：：：
i
l
i
－－：：・
j
i
－－

m

小
山
段
右
衛
門
遠
見
番
跡
役
の
儀
枠
熊
之
丞
へ
申
付
に
つ
き
書
状
－
j

i
－－：：
：j
i
－－j
i
t
－－：：：：

m

小
山
左
次
兵
衛
死
去
に
つ
き
饗
子
・
懸
り
人
の
有
無
等
取
り
調
べ
の
旨
飯
嶋
五
郎
右
衛
門
等

鰹
頂
誠
に
つ
き
飯
嶋
五
郎
右
衛
門
礼
状
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・：・・・・・・・・・・：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－－－

m

小
山
弥
十
郎
病
気
に
つ
き
大
嶋
浦
遠
見
加
番
赦
免
申
渡
・
・
・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・
・・・・
・・・・・：・－

m

大
嶋
浦
遠
見
番
地
土
小
山
段
右
衛
門
病
気
に
つ
き
枠
熊
之
丞
へ
相
続
申
渡

j
i
－－－－
j

i
－－j
i
－－：

m

小
山
左
次
兵
衛
跡
自
の
儀
新
左
衛
門
兄
弟
へ
申
付
に
つ
き
竹
元
丹
後
書
状
：
：
j

i
－－・：
j

i
－－－：：

m

別
紙
の
通
り
和
歌
山
奉
行
衆
よ
り
申
越
さ
れ
に
つ
き
脅
木
森
右
衛
門
等
礼
状
－
j

i
－－i
j
i
－－・：：白

御
悦
の
た
め
大
嶋
御
番
所
地
侍
小
山
弥
十
郎
へ
登
城
御
目
見
申
渡
j
i
－－j
i－－－
j

i
－－：
j
i
－－：：：却

鰹節頂織につき井上段七礼状・・・・・・・：・・・・・・・・・：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・：・
・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・
・・・・：：－
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御
用
に
つ
き
出
頭
の
旨
中
西
孫
右
衛
門
書
状

屋
敷
・
畑
検
地
願
書
送
付
方
の
儀
に
つ
き
小
山
段
右
衛
門
書
状
－
－
－
－
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－
－－－－－－－－－
－－－－－

m

普
請
の
儀
に
つ
き
小
山
段
右
衛
門
書
状
：
：
・

各
遠
見
番
所
へ
異
国
船
絵
図
下
付
に
つ
き
熟
見
油
断
な
く
勤
方
申
渡
：
：
：
j

i
－－i
j
i
－－：：：：：：出

口
熊
野
山
廻
り
小
山
段
蔵
御
用
な
き
に
つ
き
暇
申
渡
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・・
・：・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・－
－－－－－－
－－－－－－－－－－－
－－－－

m

親
小
山
佐
次
兵
衛
死
去
に
つ
き
枠
新
左
衛
門
番
状
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・：：：：・・・・
・・・・－

m

段
右
衛
門
と
改
名
願
い
の
儀
聞
届
け
に
つ
き
心
得
方
申
渡
：
・

小
山
段
右
衛
門
枠
段
蔵
へ
御
用
に
つ
き
周
参
見
役
所
へ
出
頭
の
旨
中
嶋
雄
左
衛
門
差
紙
：
j

i
－－－

m

鯨
頂
戴
に
つ
き
寺
嶋
文
四
郎
礼
状
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・・
・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・：：
i
：
m

鯨
頂
戴
に
つ
き
井
上
段
七
礼
状
・
・
・
・
・
・・目・・・・・・・
・・・・・
・・・・・
・・・・
・・・・・・：・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
－－－－－－
－－－
－－－
－－－－－

m

小
山
佐
次
兵
衛
死
去
に
つ
き
弟
弥
十
郎
へ
大
嶋
御
番
所
勤
方
申
渡

：・：
j

i
－－・：
・i
l
i－－：：
j

i
－－
m

小
山
佐
次
兵
衛
死
去
に
つ
き
弟
弥
十
郎
へ
大
嶋
御
番
所
動
方
申
渡
：
：
：
：
j

i
－－i
j
i－－j
i
－－・：羽

小
山
段
右
衛
門
枠
段
蔵
へ
加
役
申
付
に
つ
き
礼
状
・
・
・
・
・
・
・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・
2

・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・

m

大
嶋
浦
切
支
丹
船
番
小
山
左
次
兵
衛
死
去
に
つ
き
仲
兄
弟
へ
御
扶
持
方
相
続
申
渡

t
i
－－：
j

i
－－
m

大
嶋
浦
切
支
丹
船
番
小
山
左
次
兵
衛
死
去
に
つ
き
仲
兄
弟
へ
御
扶
持
方
相
続
申
渡
：
：
j

i
－－・：：羽

小
山
左
次
兵
衛
跡
式
の
儀
小
山
弥
十
郎
へ
申
付
に
つ
き
申
達
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・：・・・・・・・
・・・・・・
‘・・
・・・・・・・・・・・・・・・

m

小
山
左
次
兵
衛
跡
目
相
続
の
儀
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